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論 文 内 容 の 要 旨 
 エジプト、シナイ半島北部ゲベルアルマガラ地域に分布する中部ジュラ系サファ累層は新テーチス海のレバ
ント分岐の開口と拡大に関連して形成された半地溝帯堆積盆に堆積した挟炭層で、浅海陸棚から瀕海、陸域に
わたる多様な環境下の堆積物から構成されている。本論文ではサファ累層の堆積相解析とシークェンス層序解
析を行い、また底生有孔虫群衆の解析と泥質岩の粘度鉱物組成および化学組成の検討をも行い、それらを統合
してサファ累層の堆積作用と堆積環境変遷を造構運動ならびに汎地球的海水準変動との関連で論じた。 
 サファ累層には44種の堆積相が認定識別され、それらは８種の堆積組相にまとめられる。底生有孔虫群集の
解析結果を加味して、各々の堆積組相が陸棚、潮汐卓越デルタ、波浪卓越デルタ、海浜、河口内湾、ラグーン、
沖積河川などの特有の堆積環境を示すことが明らかとなった。そして、それら堆積組相の時空的移化関係から
サファ累層堆積時の古地理変遷を復元した。泥質岩の粘度鉱物組成および化学組成には堆積環境との関連が認
められ、陸域および瀕海域の堆積物にはカオリナイトが、純海成堆積物にはスメクタイトがそれぞれ卓越して
おり、粘度鉱物の分散・沈積に水力淘汰が働いていたことが想定される。シークェンス層序解析の結果、サフ
ァ累層に明瞭なシークェンス境界をともなう８個の完全シークェンスが認定された。各シークェンスは低海水
準期、海進期、高海水準期の堆積物のセットから構成されるが、シークェンスごとに、また地域ごとに、海新
期から最大海汎期の堆積相と堆積環境、堆積物の保存度に差異があり、グローバルな海水準変化とともに局地
的な造構運動が堆積基準面の変動に深くかかわっていたことが示唆される。この造構運動として、半地溝帯堆
積盆の境界断層のセグメント化と堆積盆底の差別的沈降運動が考えられ、特にサファ累層下部の堆積時にはそ
の影響がグローバルな海水準変動を上まわっていたとみなされる。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 震探層序学から発展したシークェンス層序学は 1980 年代半ば以降に急速な進歩をみせ、堆積体の成因論的な
解析や時間層序的な解析の精度と信頼度を飛躍的に向上させた。シークェンス層序学の堆積モデルはもともと
安定大陸縁辺盆地を対象として体系化されてきたものであり、他の造構環境下の堆積盆ではシークェンス層序
学の基本概念を保持しつつ、それぞれに見合ったシークェンス層序堆積モデルを構築していく必要がある。し
かしながらこのような観点は必ずしも十分に理解されているとはいえず、安定大陸縁辺盆地を基軸とした堆積
モデルが機械的に適用されていることも多く、そのため堆積体形成機構の画一的な理解や汎地球的海水準変動
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曲線の過信の傾向が一部に生じている。 
 本論文はシナイ半島北部、ゲベルアルマガラ地域のジュラ系サファ累層を研究対象に、半地溝帯堆積盆にお
けるシークェンス層序堆積モデルの構築をめざしたものである。本論文では、堆積相解析に基づくシークェン
ス層序解析を柱としつつ、底生有孔虫群衆の解析、泥質岩の粘度鉱物組成および化学組成の検討をも行い、そ
れらを統合してサファ累層の堆積作用と堆積環境変遷を造構運動ならびに汎地球的海水準変動との関連で論じ
ている。 
 まず詳細な堆積相解析によりサファ累層の堆積組相を認定識別し、それらの水力堆積過程の考察に底生有孔
虫群衆の解析結果を加味して、各々の堆積組相が陸棚、潮汐卓越デルタ、波浪卓越デルタ、海浜、河口内湾、
ラグーン、沖積河川などの特有の堆積環境を示すことを明らかにした。そして、それら堆積環境の時空的移化
関係からサファ累層堆積時の古地理変遷を復元した。また、泥質岩の粘度鉱物組成および化学組成の検討によ
り、後背地では熱帯ないし亜熱帯湿潤気候のもとでの化学的風化作用が著しかったこと、粘度鉱物の分散・沈
積に水力淘汰が働いていたことを明らかにした。次いでシークェンス層序解析により、明瞭なシークェンス境
界をともなう完全シークェンスを認定識別した。各シークェンスは低海水準期、海進期、高海水準期の堆積物
のセットから構成されているが、シークェンスごとに、また地域ごとに、海進期から最大海汎期の堆積相と堆
積環境、堆積物の保存度に差異があり、汎地球的な海水準変動とともに、堆積盆底の差別的沈降運動が堆積基
準面の変動に関与していたことを明らかした。特にサファ累層下部の堆積時には、このような局地的造構作用
の影響が汎地球的な海水準変動を上まわっていたことを示した。 
 以上のように、本論文は多面的な手法を統合してシークェンス層序堆積モデルを構築するとともに、半地溝
帯堆積盆における堆積シークェンスの形成背景として汎地球的海水準変動と局地的造構作用の識別が可能であ
ることを示した。この研究成果はシークェンス層序学の発展に寄与するところが大きい。よって、本論文は博
士（理学）の学位授与に値するものと審査した。 
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